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新たな貴重な発見
予算の執行状況を公表します
えびの市発展のために尽力
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えびのに移住・定住
してもらうために
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えびのに移住・定住
してもらうために

　

え
び
の
市
の
人
口
は
、
現
在
も
減
少
傾
向

に
あ
り
ま
す
。
こ
の
ま
ま
、
何
も
し
な
け
れ

ば
人
口
は
減
り
続
け
地
域
社
会
を
維
持
し
て

い
く
こ
と
が
困
難
に
な
り
ま
す
。

　

市
で
は
、
人
が
他
の
地
域
へ
流
出
し
な
い

よ
う
に
、
そ
し
て
他
の
地
域
か
ら
来
て
も
ら

う
た
め
の
施
策
を
行
っ
て
い
ま
す
。
移
住
・

定
住
促
進
の
た
め
の
事
業
や
地
域
お
こ
し
協

力
隊
な
ど
で
す
。

　

今
回
は
、
移
住
・
定
住
者
を
増
や
す
た
め

の
取
り
組
み
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

移
住
・
定
住
の
施
策

　

市
で
は
、
人
口
減
少
を
克
服
す
る
た
め
、

移
住
・
定
住
に
向
け
た
さ
ま
ざ
ま
な
施
策
を

行
っ
て
い
ま
す
。
大
き
く
は
4
つ
に
な
り
ま

す
。

①
【
住
ま
い
編
】

■
移
住
者
向
け
に
分
譲
地
を
販
売

　

え
び
の
市
へ
移
住
を
希
望
す
る
人
が
容
易

に
住
宅
を
建
築
で
き
る
よ
う
に
、
1
㎡
を
５

０
０
円
か
ら
格
安
で
分
譲
地
を
提
供
し
て
い

ま
す
。

■
住
宅
取
得
に
対
す
る
支
援

　

市
内
で
初
め
て
住
宅
を
取
得
し
た
人
に
対

し
て
そ
の
経
費
の
一
部（
最
大
１
０
０
万
円
）

を
交
付

■
Ｕ
タ
ー
ン
者
向
け
に
住
宅
改
修
支
援

　

市
外
に
居
住
し
て
い
た
市
内
出
身
者
が
、

Ｕ
タ
ー
ン
を
目
的
と
し
て
、
空
き
家
等
の
改

修
を
行
う
場
合
に
対
し
て
そ
の
経
費
の
一
部

（
最
大
70
万
円
）
を
助
成

■
新
婚
世
帯
に
対
す
る
助
成

　

市
内
の
民
間
賃
貸
住
宅
に
居
住
す
る
新
婚

世
帯
に
対
し
て
家
賃
の
一
部
を
3
年
間
助
成

②
【
仕
事
編
】

■
新
規
就
農
者
に
対
す
る
助
成

　

新
規
就
農
者
の
経
営
安
定
を
図
る
た
め
、

3
年
間
補
助
金
を
交
付

■
起
業
家
育
成
に
向
け
た
支
援

　

起
業
家
育
成
の
た
め
の
創
業
支
援
セ
ン

タ
ー
を
設
置
予
定

③
【
子
育
て
編
】

■
子
ど
も
医
療
費
の
助
成

　

中
学
校
終
了
ま
で
の
子
ど
も
の
保
険
対
象

分
の
医
療
費
を
助
成

■
第
3
子
以
降
の
保
育
料
を
無
料
化

　

子
育
て
世
帯
の
負
担
軽
減
を
図
る
た
め
、

幼
稚
園
お
よ
び
保
育
所
等
に
通
う
第
3
子
以

降
の
児
童
の
保
育
料
を
無
料
化
し
て
い
ま
す
。

■
病
気
回
復
期
の
児
童
の
預
か
り

　

病
気
の
回
復
期
に
あ
る
児
童
を
、
保
護
者

の
勤
務
の
都
合
な
ど
で
、
家
庭
で
保
育
で
き

な
い
場
合
に
、
一
時
的
に
施
設
で
預
か
り
保

育
を
す
る

④
【
教
育
編
】

■
30
人
学
級
の
実
施

　

一
貫
教
育
を
推
進
し
「
徹
底
し
た
学
力
向

上
」
と
「
地
域
に
貢
献
す
る
人
材
の
育
成
」

を
図
る
た
め
、
市
内
小
中
学
校
の
全
学
年
を

30
人
以
内
に
学
級
編
制

■
飯
野
高
等
学
校
に
対
す
る
支
援

　

市
内
唯
一
の
県
立
高
等
学
校
で
あ
る
飯
野

高
等
学
校
に
通
う
生
徒
を
支
援
す
る
た
め
、

公
営
塾
の
開
設
、
遠
距
離
通
学
者
へ
の
支
援
、

成
績
優
秀
者
へ
の
給
付
型
奨
学
金
の
給
付
を

実
施

　

え
び
の
に
Ｕ
タ
ー
ン
し
、
川
原
分
譲
地
に

家
を
建
て
た
栗
本
一か
ず
ゆ
き之

さ
ん
は
「
県
外
に
就

職
し
ま
し
た
が
、
や
っ
ぱ
り
え
び
の
が
良
い

と
感
じ
て
帰
っ
て
き
ま
し
た
。
ま
だ
、
2
軒

し
か
建
っ
て
い
ま
せ
ん
が
、
住
宅
支
援
な
ど

を
利
用
し
て
も
ら
っ
て
、
仲
間
が
増
え
る
と

良
い
な
と
思
い
ま
す
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

　

市
で
は
、
独
自
性
の
あ
る
も
の
や
、
地
域

性
を
生
か
し
た
施
策
を
行
い
、
移
住
や
定
住

す
る
人
の
増
加
を
図
っ
て
い
ま
す
。

飯野地区で販売している川原分譲地

起業したい人へ創業塾を開催

飯野高校で行われている公営塾「成銘塾」

特集
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ツ
ア
ー
で
え
び
の
の
魅
力
を
体
感

　

市
で
は
、
移
住
体
験
ツ
ア
ー
を
行
っ
て
い

ま
す
。
こ
れ
は
、
田
舎
暮
ら
し
に
興
味
が
あ

り
、
地
方
へ
の
移
住
を
検
討
し
て
い
る
人
な

ど
を
対
象
と
し
て
行
わ
れ
て
い
る
も
の
で
す
。

　

ツ
ア
ー
で
は
、
え
び
の
市
の
魅
力
で
あ
る

「
豊
か
な
自
然
」・「
優
し
い
人
柄
」・「
お
い

し
い
食
材
」・「
癒
さ
れ
る
温
泉
」・「
貴
重
な

歴
史
や
文
化
」
な
ど
を
体
験
し
て
も
ら
い
ま

す
。

　

10
月
29
日
か
ら
31
日
と
11
月
3
日
か
ら
5

日
の
2
回
に
分
け
て
移
住
体
験
ツ
ア
ー
を
行

い
ま
し
た
。

　

ツ
ア
ー
に
は
、
関
西
方
面
と
関
東
方
面
な

ど
に
住
ん
で
い
る
人
が
合
計
30
人
参
加
し
ま

し
た
。
ツ
ア
ー
で
は
、
農
家
民
泊
、
え
び
の

高
原
や
矢
岳
高
原
な
ど
の
市
内
見
学
、
市
民

と
の
交
流
会
な
ど
を
通
じ
て
え
び
の
の
魅
力

を
感
じ
て
も
ら
い
ま
し
た
。

　

参
加
し
た
人
た
ち
は
、
老
後
に
生
活
す
る

場
所
を
検
討
し
て
い
る
、
以
前
か
ら
え
び
の

高
原
を
知
っ
て
い
た
の
で
行
っ
て
み
た
か
っ

た
な
ど
、
参
加
理
由
は
さ
ま
ざ
ま
で
す
。

　

あ
る
参
加
者
は
「
い
つ
も
は
、
救
急
車
の

サ
イ
レ
ン
や
バ
イ
ク
の
音
で
起
き
る
の
で
す

が
、
今
朝
は
小
鳥
の
さ
え
ず
り
で
目
が
覚
め

ま
し
た
。
え
び
の
の
自
然
を
満
喫
し
て
い
ま

す
。桜
の
咲
く
こ
ろ
に
ま
た
、え
び
の
に
や
っ

て
き
た
い
と
思
い
ま
す
」
と
話
し
て
い
ま
し

た
。

　

ま
た
、
将
来
田
舎
暮
ら
し
を
考
え
て
い
て

参
加
し
た
夫
婦
は
「
え
び
の
は
自
然
環
境
が

良
く
て
、
食
事
も
お
い
し
か
っ
た
で
す
。
ツ

ア
ー
の
体
験
は
、
田
舎
暮
ら
し
の
参
考
に
な

り
ま
す
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

　

ツ
ア
ー
に
参
加
し
た
人
は
都
市
部
で
は
味

わ
え
な
い
、
田
舎
暮
ら
し
の
良
さ
や
え
び
の

の
魅
力
に
感
動
し
て
い
ま
し
た
。
す
ぐ
に
移

住
・
定
住
し
て
も
ら
う
こ
と
は
難
し
い
と
思

い
ま
す
が
、
こ
の
よ
う
な
こ
と
を
通
し
て
え

び
の
の
フ
ァ
ン
を
作
っ
て
い
く
こ
と
も
必
要

で
す
。

①

①えびのエコミュージアムセンターで説明を受ける参加者

②昼食のピザを作る参加者

③タマネギの苗の鉢ずらしをする参加者

④畑を耕しキャベツなどの苗を植える参加者

⑤朝食の後片付けをする参加者

⑥レタスの苗を植える参加者

②③

④

⑤

⑥

移住体験ツアーを通して
えびのの魅力を感じてもらう
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地
域
お
こ
し
協
力
隊
は
、
都
市
住
民
な
ど

地
域
外
の
人
材
を
地
域
社
会
の
新
た
な
担
い

手
と
し
て
受
け
入
れ
、
地
域
力
の
維
持
・
強

化
を
図
る
も
の
で
す
。

　

具
体
的
に
は
、
地
方
自
治
体
が
都
市
住
民

を
受
け
入
れ
、
地
域
お
こ
し
協
力
隊
員
と
し

て
委
嘱
し
て
、
一
定
期
間
以
上
、
農
林
業
の

応
援
、
水
源
保
全
・
監
視
活
動
、
住
民
の
生

活
支
援
な
ど
の
各
種
の
地
域
協
力
活
動
に
従

事
し
て
も
ら
い
な
が
ら
、
当
該
地
域
へ
の
定

住
・
定
着
を
図
っ
て
い
く
も
の
で
す
。

　

え
び
の
市
で
は
、
現
在
8
人
の
地
域
お
こ

し
協
力
隊
員
が
い
ま
す
。
そ
れ
ぞ
れ
が
得
意

分
野
を
生
か
し
た
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

活
動
内
容
と
し
て
は

・
地
元
の
食
材
を
生
か
し
た
料
理
教
室
の
実

施・
地
区
の
祭
り
な
ど
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活

動
へ
の
協
力

・
観
光
客
を
誘
致
す
る
た
め
の
イ
ベ
ン
ト
の

開
発
、
実
施
や
支
援

・
え
び
の
の
魅
力
を
市
民
が
発
信
で
き
る
よ

う
に
な
る
た
め
の
市
民
ガ
イ
ド
を
育
成
す
る

ツ
ア
ー
の
企
画

・
事
業
所
で
山
林
の
地
形
測
量
や
下
草
払
い

な
ど
の
研
修
を
受
け
な
が
ら
林
業
へ
の
従
事

・
事
業
所
で
作
物
の
作
付
け
や
収
穫
な
ど
の

研
修
を
受
け
な
が
ら
農
業
へ
の
従
事

で
す
。

　

ま
た
、地
域
お
こ
し
協
力
隊
員
で
は
、フ
ェ

イ
ス
ブ
ッ
ク
な
ど
で
活
動
の
紹
介
や
え
び
の

の
情
報
を
発
信
し
て
い
ま
す
。

　

地
域
お
こ
し
協
力
隊
員
は
、
自
分
の
夢
を

か
な
え
る
た
め
に
活
動
し
な
が
ら
、
地
域
力

を
維
持
・
強
化
す
る
こ
と
に
貢
献
し
て
い
ま

す
。
あ
る
隊
員
は
「
イ
ベ
ン
ト
な
ど
に
来
て

く
れ
た
市
民
の
皆
さ
ん
が
笑
顔
を
見
せ
て
く

れ
た
時
が
一
番
う
れ
し
い
で
す
。
そ
れ
が
励

み
に
な
り
ま
す
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

　

地
域
お
こ
し
協
力
隊
員
は
、
活
動
を
通
し

て
市
民
の
皆
さ
ん
と
つ
な
が
り
な
が
ら
頑

張
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
、
応
援
を
お

願
い
し
ま
す
。

問
市
企
画
課
定
住
対
策
係

☎
35
‐
１
１
１
１
（
内
線
３
２
１
）

問
市
民
協
働
課
市
民
協
働
係

☎
35
‐
１
１
１
１
（
内
線
３
５
２
）

問
市
観
光
商
工
課
観
光
係

☎
35
‐
１
１
１
１
（
内
線
３
３
１
）

問
市
畜
産
農
政
課
係
担
い
手
対
策
係

☎
35
‐
１
１
１
１
（
内
線
２
３
３
）

問
市
農
林
整
備
課
林
務
係

☎
35
‐
１
１
１
１
（
内
線
２
２
９
）　

①②③④

⑤⑥⑦

地
域
力
の
維
持
・
強
化
を
図
る

た
め
の
地
域
お
こ
し
協
力
隊

①宮崎ひなた暮らしセミナーで

体験を話す永田 和
いずみ

隊員

②料理教室で指導する木戸悠輔

隊員

③ SUP で水路を確認する村上

大輔隊員 ※ SUP とはサーフ

ボードに立ち、専用のパドル

（オール）を使用して水の上を

こぐスポーツです。

④ヒマワリの苗植えに協力する

烏
う が わ

川富
とみひで

英隊員

⑤測量したデータを入力する佐

山雄
ゆ う じ

志隊員

⑥オクラの収穫を行う宮﨑浩司

隊員と宮﨑世里子隊員

⑦オクラの状態を確認する斉藤

界
かい

隊員
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139 号地下式横穴墓遺物出土の状況

①銀装円頭大刀
②銀装円頭大刀の柄の部分
③柄部分の X 線 CT 画像（真
上から）※九州国立博物館
提供
④柄部分の X 線 CT 画像（右
斜上から）※九州国立博物
館提供
⑤木装長刀
⑥木装長刀柄部分

①

②

③④

⑤

⑥

　

平
成
26
年
度
に
発
掘
調
査
を
し
た
島
内
１

３
９
号
地
下
式
横
穴
墓
か
ら
出
土
し
た
副
葬

品
は
、
現
在
保
存
処
理
を
行
っ
て
い
ま
す
。

そ
の
中
で
、
2
本
の
大た

ち刀
に
つ
い
て
保
存
処

理
後
に
九
州
国
立
博
物
館
で
Ｘ
線
Ｃ
Ｔ
に
よ

る
撮
影
を
行
い
、
鹿
児
島
大
学
総
合
博
物
館

で
解
析
を
行
い
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
古
墳

時
代
後
期
（
6
世
紀
前
半
）
の
大
変
貴
重
な

資
料
で
あ
る
こ
と
が
判
明
し
ま
し
た
。

【
銀
装
円
頭
大
刀
】

全
長
約
85
㎝
（
一
部
欠
損
）

　

柄つ
か
が
し
ら頭
・
柄
間
巻
金
具
・
把つ

か
ぶ
ち縁
・
鞘さ

や
ぐ
ち口
・

鞘さ
や
じ
り尻
金
具
を
銀
で
装
飾
し
て
い
ま
す
。
柄
に

は
鮫
皮
を
巻
い
て
い
ま
す
（「
鮫
皮
巻
」
と

い
う
技
法
で
、
鮫
皮
は
生
物
的
に
は
エ
イ
の

皮
）。
こ
の
大
刀
は
、
そ
の
形
態
・
技
術
な

ど
か
ら
朝
鮮
半
島
製
で
、「
鮫
皮
巻
」
は
日

本
出
土
最
古
の
も
の
で
、
東
ア
ジ
ア
の
中
で

も
実
物
で
確
認
で
き
る
最
古
の
例
で
す
。

【
木
装
長
刀
】

　

現
存
長
１
４
２
㎝
、
装
具
を
入
れ
た
全
長

１
５
０
㎝
程
度
に
復
元
さ
れ
る
非
常
に
長
大

な
大
刀
で
す
。

　

現
存
す
る
古
墳
出
土
刀
剣
で
は
全
国
で
最

長
の
も
の
で
す
。

　

鞘
口
に
は
高
級
織
物
の
経
た
て
に
し
き錦
が
巻
か
れ
て

い
ま
す
。
同
時
期
の
古
墳
（
6
世
紀
前
半
）

で
は
全
国
で
4
例
ほ
ど
し
か
確
認
さ
れ
て
い

な
い
稀
少
品
で
、
刀
装
具
で
は
初
め
て
の
発

見
で
す
。
別
格
の
長
大
さ
と
経
錦
を
使
用
し

た
貴
重
性
を
備
え
た
こ
の
大
刀
は
、
ヤ
マ
ト

政
権
の
も
と
で
製
作
さ
れ
た
特
別
な
大
刀
と

考
え
ら
れ
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
の
研
究
で
、
倭
風
大
刀
は
倭
国

内
の
身
分
を
表
し
、
朝
鮮
半
島
系
装
飾
大
刀

は
国
際
関
係
に
お
け
る
身
分
を
表
し
た
と
考

え
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
こ
の

2
本
の
大
刀
は
、
島
内
１
３
９
号
地
下
式
横

穴
墓
の
被
葬
者
が
、
6
世
紀
前
半
に
ヤ
マ
ト

政
権
の
大
王
近
く
で
活
躍
し
、
ま
た
朝
鮮
半

島
情
勢
に
も
関
わ
っ
て
、
対
外
的
に
活
躍
す

る
よ
う
な
人
物
像
を
表
し
て
い
る
と
考
え
ら

れ
ま
す
。

　

こ
の
大
刀
は
、
市
歴
史
民
俗
資
料
館
で
12

月
25
日
（
日
）
ま
で
展
示
し
て
い
ま
す
。
こ

の
機
会
に
ぜ
ひ
、
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
市
社
会
教
育
課
文
化
係

☎
35
‐
1
1
1
1（
内
線
４
８
２
）

新
た
な
貴
重
な
発
見

島
内
１
３
９
号
地
下
式
横
穴
墓
出
土
の
2
本
の
大
刀



■お問い合わせ先：えびの市立病院
☎ 33 ‐ 1023

◎病院業務量
（平成 28 年 4 月 1 日～平成 28 年 9 月 30 日）
病床数・・・・・・・・・・・・・　50 床
入院患者数・・・・・・・・　延べ 5,978 人
外来患者数・・・・・・・　延べ 13,319 人
入院１日平均・・・・・・・・・・　32.7 人
外来１日平均・・・・・・・・・　108.3 人

区　　分 予　算　額
執　　行　　額 収入率

（％）上　半　期 累　　計

病院事業収益 857,477 426,588 426,588 49.7

医業収益 694,394 347,260 347,260 50.0

医業外収益 163,082 79,328 79,328 48.6

特別利益 1 0 0 0.0
収入の医業収益は、診療報酬・手数料など。医業外収益は、他会計補助金など。

【事業収入に関する事項】 ［単位：千円］

区　　分 予　算　額
執　　行　　額 執行率

（％）上　半　期 累　　計

病院事業費用 980,957 367,241 367,241 37.4

医業費用 978,962 366,817 366,817 37.5

医業外費用 1,794 424 424 23.6

特別損失 1 0 0 0.0

予備費 200 0 0 0.0

【事業費用に関する事項】 ［単位：千円］

支出の医業費用は、給与費、材料代経費等。医業外費用は、企業債の償還利息など。

◎借入金残高                     2,196 万円

病

一

院

般

事

会

業

計
　

平
成
28
年
度
の
え
び
の
市
の
一
般
会
計
予
算
額
（
平
成
28
年
９
月
30
日
現
在
）
は
、
歳
入
・
歳
出

そ
れ
ぞ
れ
１
３
９
億
３
４
５
２
万
9
千
円
で
、
こ
の
ほ
か
に
平
成
27
年
度
か
ら
の
予
算
の
繰
越
が
、

3
億
３
０
０
６
万
6
千
円
あ
り
、
合
計
で
１
４
２
億
６
４
５
９
万
5
千
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
合
計
額
に
対
し
て
、平
成
28
年
9
月
30
日
現
在
の
収
入
済
額
は
、56
億
５
１
９
４
万
5
千
円
で
、

収
入
済
率
39
・
6
％
、
支
出
済
額
は
54
億
８
４
９
３
万
円
で
支
出
済
率
38
・
5
％
と
な
っ
て
い
ま
す
。

区　　分 借入金残高 前年同期残高

一般会計 7,116,042 6,975,734

【市債の状況】 ［単位：千円］

歳出

2,433,266

4,742,539
2,239,593（47.2％）

1,491,193

1,105,478
380,377（34.4％）

741,617
334,787（45.1％）

5 億 10 億 20 億

予算現額（千円）
支出済額（千円）

民生費

総務費

衛生費

教育費

農林水
産業費

その他

土木費

公債費

25 億

1,383,879
610,376（44.1％）

435,159（29.2％）

1,212,271
281,457（23.2％）

～

予
算
の
執
行
状
況
を

公
表
し
ま
す

1,154,352
546,878（47.4％）

※グラフは、それぞれ平成 27 年度からの繰越予算を含めた額です。
※歳出予算の「その他」は、議会費、労働費、商工費、消防費、災害復旧
　費などです。
※歳入予算の「その他」は、地方譲与税、分担金及び負担金、使用料及び
　手数料、財産収入、諸収入などです。

15 億

656,303（27.0％）

◎水道業務量
（平成 28 年 4 月 1 日～平成 28 年 9 月 30 日）
給水戸数・・・・・・・・・・・　8,528 戸
給水人口・・・・・・・・・・・17,964 人
上半期給水量・・・・・・・・　973,640 ｍ3

１日平均給水量・・・・・・・・　5,320 ｍ3

１人１日平均給水量・・・・・・　296.1㍑
普及率・・・・・・・・・・・・・　89.8％

区　　分 予　算　額
執　　行　　額 収入率

（％）上　半　期 累　　計

水道事業収益 337,522 160,835 160,835 47.7

営業収益 321,637 160,246 160,246 49.8

営業外収益 15,884 573 573 3.6

特別利益 1 15 15 1500.0
収入の営業収益は、水道料金、手数料、水道加入金など。営業外収益は、預金利息、雑収益など

【事業収入に関する事項】 ［単位：千円］

区　　分 予　算　額
執　　行　　額 執行率

（％）上　半　期 累　　計

水道事業費用 329,442 173,991 173,991 52.8

営業費用 304,349 162,396 162,396 53.4

営業外費用 24,592 11,584 11,584 47.1

特別損失 1 11 11 1100.0

予備費 500 0 0 0.0

【事業費用に関する事項】 ［単位：千円］

支出の営業費用は、浄水費、配水費、減価償却費など。営業外費用は、企業債の償還利息など

◎借入金残高　　　12 億 4,296 万円

■お問い合わせ先：えびの市水道課経営管理係
☎ 35 ‐ 1111（内線 291）

水 道 事 業

会　　　計
歳　　入 歳　　出

予　算　額 収　入　済　額 予　算　額 支　出　済　額

国民健康保険特別会計 4,279,083 1,699,242 4,279,083 1,695,697

介護保険
特別会計

保険事業勘定 3,376,506 1,555,375 3,376,506 1,228,023

介護サービス事業勘定 20,587 10,403 20,587 7,570

後期高齢者医療特別会計 648,756 403,388 648,756 215,648

合　　　計 8,324,932 3,668,408 8,324,932 3,146,938

【特別会計の予算執行状況】 ［単位：千円］

■一般会計
福祉や教育、公園や道路建設など
の市の基本的な事業を行う会計で
す。市税や地方交付税などを主な
財源としています。
■特別会計
特定の収入を特定の支出に充てて
事業を行う会計です。市では、国
民健康保険、介護保険などがこれ
に該当します。

■地方交付税
地方公共団体が等しくその行うべ
き事務を遂行できるよう、一定の
基準により国から交付されるお金
です。
■国庫支出金
国から地方自治体に交付される補
助金や委託金などのことです。
■市債
市がさまざまな事業を行うとき、
長期にわたって借りるお金のこと
です。
■公債費
市債を償還するための経費のこと
です。
■お問い合わせ先
市財政課財政係
☎ 35 ‐ 1111（内線 381）

用 語 説 明

歳入

1,825,110
1,078,062（59.1％）

4,374,820
2,796,252（63.9％）

2,459,377

1,388,615

405,515

５億10 億15 億

予算現額（千円）
収入済額（千円）

地方
交付税

市税

国庫
支出金

県
支出金

繰越金

その他

市債

繰入金

25 億

1,226,865

1,133,499

～
1,450,794

539,617（37.2％）

755,896（30.7％）

0（0.0％）

405,516（100.0％）

20 億

76,304（6.2％）

298（0.0％）

11  10広報 平成28年11月号
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●各部門受賞者

え
び
の
市
発
展
の
た
め
に
尽
力

市民表彰を受けられた皆さん

○地方自治部門

（故）上田 重
しげとし

稔さん
［西長江浦］

【功績】西長江浦上区の区
長として、地域の先頭に立
ち地元の環境美化等に尽力
された。また、西長江浦大
太鼓踊り保存会会長やえび
の 交 通 安 全 協 会 理 事 と し
て、郷土芸能の発展伝承や
交通安全の推進へも貢献さ
れた。

○教育・芸術・体育・文化部門

（故）馬場田 弘子さん
［小田］

【功績】会長をはじめとし
て、20 年 間 に わ た り、 え
びの市芸術文化協会の役員
を務め、芸術文化の発展向
上に大きく貢献された。ま
た、舞踊の指導者としても
多年にわたって後進の指導
にあたり、芸術文化を通じ
て社会に貢献された。

○産業経済部門

迫田 黙太郎さん
［永山・70 歳］

【功績】会長をはじめとし
て、30 年間にわたり、え
びの市商工会の役員を務
め、商業振興に貢献された。
また、えびの市観光協会に
おいても会長を 6 年間務め
られるなど、当市の観光資
源の開発や維持、観光客の
誘致促進にも貢献された。

○産業経済部門（団体受賞）

JA えびの市稲作振興会

［会長 高牟禮 宏邦さん］

【功績】当市の稲作経営の安
定を図ると共に、農業振興
に寄与された。平成27年産
米の食味ランキングで「特
Ａ」を宮崎県で初めてえび
の市産米で獲得することが
できたが、これは稲作振興
会の取り組み等が貢献した
ものである。

○市民生活部門

武田 信和さん
［昌明寺・72 歳］

【功績】国指定天然記念物
の薩摩鶏を父親から受け継
ぎ、50 年 間 に わ た り 種 を
絶やさないよう活動を行っ
ている。薩摩鶏純血種の継
承に細心の注意を払い、努
力を続けてきたこの保存活
動は、地域住民の模範とな
り敬愛されている。肉牛枝肉の部で優等賞 3 席に選ばれた橋口さん

宮崎ハーブ牛部門で最優秀賞に選ばれた山下さん

　

10
月
中
旬
、
県
内
外
で
宮
崎

ハ
ー
ブ
牛
枝
肉
共
進
会
、
宮
崎
県

肉
畜
共
進
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
家
畜
の
改
良
と
畜
産
経

営
の
発
展
を
目
的
に
毎
年
行
わ
れ

て
い
る
も
の
で
す
。

　

え
び
の
市
か
ら
は
、
宮
崎
ハ
ー

ブ
牛
枝
肉
共
進
会
に
9
人
、
宮
崎

県
肉
畜
共
進
会
に
5
人
が
参
加

し
、優
秀
な
成
績
を
収
め
ま
し
た
。

家
畜
の
品
質
を
競
い
合
う

第
29
回
宮
崎
ハ
ー
ブ
牛
枝
肉
・
第
9
回
宮
崎
県
肉
畜
共
進
会

●
宮
崎
ハ
ー
ブ
牛
枝
肉
共
進
会

　

10
月
15
日
、
球
磨
郡
錦
町
の
ゼ

ン
カ
イ
ミ
ー
ト
株
式
会
社
で「
第

29
回
宮
崎
ハ
ー
ブ
牛
枝
肉
共
進

会
」が
行
わ
れ
ま
し
た
。

【
宮
崎
ハ
ー
ブ
牛
部
門
】最
優
秀
賞

＝
山
下
誠
さ
ん（
西
長
江
浦
下
）、

優
秀
賞
＝
前
原
義
信
さ
ん（
出
水
）

【
宮
崎
ハ
ー
ブ
牛（
交
雑
種
）部
門
】

最
優
秀
賞
＝
重
富
輝
夫
さ
ん（
尾

八
重
野
）

【
宮
崎
ハ
ー
ブ
和
牛
部
門
】最
優
秀

賞
＝（
株
）北
部
霧
島
肥
育
農
場
代

表
永
吉
哲さ

と
るさ
ん（
高
野
）

●
宮
崎
県
肉
畜
共
進
会

　

10
月
25
日
、
ミ
ヤ
チ
ク
高
崎
工

場
で
、「
第
9
回
宮
崎
県
肉
畜
共

進
会
」が
行
わ
れ
ま
し
た
。

【
肉
牛
枝
肉
の
部
】優
等
賞
3
席
＝

橋
口
誠せ

い
や也

さ
ん（
下
大
河
平
）、
優

等
賞
9
席
＝
松
下
啓ひ

ろ
の
り紀

さ
ん（
上

向
江
）、
2
等
賞
＝
神
田
讓じ

ょ
う
い
ち市

さ

ん（
南
原
田
）・
藤
木
敏
博
さ
ん（
南

原
田
）

【
肉
豚
枝
肉
の
部
】2
等
賞
＝
稲
泉

元
司
さ
ん（
尾
八
重
野
）

問
市
畜
産
農
政
課
畜
産
振
興
室

☎
35
‐
１
１
１
１（
内
線
２
３
６
）

宮崎ハーブ牛（交雑種）部門で最優秀賞に選ばれた重富さん

宮崎ハーブ和牛部門で最優秀賞に選ばれた永吉さん

　

11
月
3
日
、
え
び
の
市
文
化
セ
ン

タ
ー
で
「
平
成
28
年
度
え
び
の
市
市

民
表
彰
式
」
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

今
年
度
の
受
賞
者
は
、
地
方
自
治

部
門
、
産
業
経
済
部
門
、
教
育
・
芸

術
・
体
育
・
文
化
部
門
、
市
民
生
活

部
門
で
貢
献
さ
れ
て
き
た
4
人
と
1

団
体
で
す
。

　

表
彰
式
で
は
、
受
賞
者
に
村
岡
市

長
か
ら
表
彰
状
と
記
念
品
が
贈
呈
さ

れ
ま
し
た
。
村
岡
市
長
は
、「
こ
れ

か
ら
も
、え
び
の
市
発
展
の
た
め
に
、

ご
指
導
・
ご
助
言
を
よ
ろ
し
く
お
願

い
し
ま
す
」と
式
辞
を
述
べ
ま
し
た
。

　

受
賞
者
を
代
表
し
て
、
高
牟
禮
宏

邦
さ
ん
が
「
受
賞
を
機
に
心
を
引
き

し
め
、
え
び
の
市
の
発
展
に
尽
く
し

て
い
き
ま
す
」
と
謝
辞
を
述
べ
ま
し

た
。

　

え
び
の
市
市
民
表
彰
制
度
は
、
昭

和
62
年
度
に
「
市
政
功
労
者
表
彰
」

と
し
て
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

　

平
成
28
年
度
の
市
民
表
彰
で
は
、

市
民
に
公
募
を
行
い
、
候
補
者
の
中

か
ら
表
彰
審
議
会
の
審
査
に
よ
り
、

受
賞
者
を
決
定
し
ま
し
た
。

問
市
企
画
課
秘
書
係

☎
35
‐
1
1
1
1（
内
線
３
０
２
）
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農
政
の
体
制
強
化
を
図
る

え
び
の
市
土
地
改
良
区
合
併
予
備
契
約
書
調
印
式

　

10
月
27
日
、
市
役
所
で
え
び
の

市
土
地
改
良
区
合
併
予
備
契
約
書

の
調
印
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
こ

れ
は
、
土
地
改
良
区
の
維
持
管
理

費
の
増
大
や
施
設
の
老
朽
化
、
組

合
員
の
高
齢
化
な
ど
の
問
題
を
解

決
す
る
た
め
、
土
地
改
良
区
を
統

合
し
体
制
強
化
を
図
る
こ
と
を
目

的
に
行
わ
れ
た
も
の
で
す
。

　

合
併
す
る
の
は
、
堂
本
、
末
永
、

下
方
、
昭
和
、
白
鳥
、
池
島
、
北
部
、

上
江
、
田
代
、
大
河
平
、
長
江
浦
、

昌
明
寺
、
東
内
竪
、
東
川
北
、
中
央
、

北
岡
松
、
中
内
竪
の
17
土
地
改
良

区
で
す
。

　

調
印
式
に
は
、
市
長
、
西
諸
県

農
林
振
興
局
、
宮
崎
県
農
村
整
備

課
、
土
地
改
良
区
の
理
事
長
な
ど

約
60
人
が
出
席
し
ま
し
た
。

　

山
口
長お

さ
の
り德
土
地
改
良
区
理
事
代

表
（
昭
和
土
地
改
良
区
）
は
、「
会

員
の
結
束
を
強
め
て
、
土
地
改
良

に
関
す
る
問
題
解
決
に
向
け
て
取

り
組
ん
で
い
き
ま
す
」
と
話
し
て

い
ま
し
た
。

問
市
農
村
整
備
課
土
地
改
良
係

☎
35
‐
１
１
１
１
（
内
線
２
２
５
）合併予備契約書に押印する各地区理事長

市
民
活
動
を
報
告

平
成
28
年
度
地
域
活
性
化
活
動
実
践
報
告
会

　

11
月
３
日
、
市
文
化
セ
ン
タ
ー

ホ
ー
ル
で
平
成
28
年
度
地
域
活
性

化
活
動
実
践
報
告
会
が
行
わ
れ
ま

し
た
。
同
報
告
会
で
は
、
白
鳥
地

区
活
性
化
協
議
会
と
島
津
義
弘
公

大
河
ド
ラ
マ
誘
致
委
員
会
の
2
団

体
が
報
告
を
行
い
ま
し
た
。

　

白
鳥
地
区
活
性
化
協
議
会
は
、

同
地
区
の
県
道
周
辺
の
雑
木
伐
採

や
雑
草
の
除
草
、
花
の
植
栽
な
ど

環
境
美
化
を
行
っ
て
い
る
団
体
で

す
。
山
本
四
郎
会
長
は
「
え
び
の

高
原
の
玄
関
で
す
の
で
、
こ
れ
か

ら
も
会
員
と
親
睦
を
図
り
な
が
ら

環
境
美
化
に
努
め
て
い
き
ま
す
」

と
話
し
て
い
ま
し
た
。

　

島
津
義
弘
公
大
河
ド
ラ
マ
誘
致

委
員
会
は
、
大
河
ド
ラ
マ
の
実
現

に
向
け
て
、
義
弘
公
史
跡
巡
り
ツ

ア
ー
や
講
演
会
な
ど
を
行
い
、
義

弘
公
の
功
績
顕
彰
を
進
め
て
い
る

団
体
で
す
。
新
原
不
可
止
事
務
局

長
は
「
義
弘
公
に
つ
い
て
し
っ
か

り
と
学
び
、
ド
ラ
マ
誘
致
実
現
に

向
け
て
努
力
し
ま
す
」
と
話
し
て

い
ま
し
た
。

問
市
民
協
働
課
市
民
協
働
係

☎
35
‐
１
１
１
１
（
内
線
３
５
３
）ドラマ誘致活動の報告を行う新原事務局長

環境美化活動の報告を行う山本会長

進
路
決
定
の
一
助
と
し
て

宮
崎
県
立
飯
野
高
等
学
校
支
援
事
業
説
明
会

　

11
月
5
日
、
飯
野
高
等
学
校
で
、

平
成
28
年
度
宮
崎
県
立
飯
野
高
等

学
校
説
明
会
（
兼
え
び
の
市
飯
野

高
等
学
校
支
援
事
業
説
明
会
）
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
同
高
校
の
教
育
方
針

や
特
色
あ
る
教
育
活
動
を
説
明
し
、

同
高
校
の
魅
力
を
理
解
し
て
も
ら

い
、
進
路
決
定
の
一
助
と
し
て
も

ら
う
こ
と
と
、
本
市
の
同
校
へ
の

支
援
事
業
に
つ
い
て
説
明
し
、
支

援
事
業
に
関
す
る
共
通
理
解
を
図

り
、
各
中
学
校
で
の
生
徒
の
進
路

指
導
を
円
滑
に
進
め
る
た
め
の
一

助
と
す
る
こ
と
を
目
的
に
行
わ
れ

た
も
の
で
す
。

　

同
説
明
会
に
は
、
市
内
の
各
中

学
校
の
生
徒
や
保
護
者
の
ほ
か
、

小
林
市
、
湧
水
町
な
ど
か
ら
83
人

が
参
加
し
ま
し
た
。

　

同
説
明
会
で
は
、
市
の
支
援
事

業
と
し
て
、
給
付
型
奨
学
金
の
支

給
、
遠
距
離
通
学
生
へ
の
交
通
費

の
支
給
、
学
力
向
上
・
就
職
活
動

の
支
援
に
つ
い
て
説
明
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

問
市
学
校
教
育
課
教
育
係

☎
35
‐
１
１
１
１
（
内
線
４
８
５
）支援事業説明会には多くの人が参加しました

族
の
代
表
ら
が
献
花
を
行
い
ま
し

た
。

　

え
び
の
市
遺
族
連
合
会
の

蕨わ
ら
び
み
な
み南

善よ
し
ゆ
き之

会
長
は
、「
遺
族
が

高
齢
化
し
て
き
て
い
ま
す
が
、
団

結
し
て
戦
争
の
悲
惨
さ
を
後
世
に

語
り
継
い
で
い
き
ま
す
」と
決
意

を
話
し
ま
し
た
。

　

式
後
の
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
で
は

真
幸
遺
族
協
助
会
の
皆
さ
ん
が
踊

り
を
披
露
し
ま
し
た
。

問
市
福
祉
事
務
所
福
祉
係

☎
35
‐
１
１
１
１（
内
線
２
６
１
）

平
和
へ
の
誓
い
を
新
た
に

平
成
28
年
度
え
び
の
市
戦
没
者
追
悼
式

　

10
月
28
日
、
市
文
化
セ
ン
タ
ー

で
平
成
28
年
度
え
び
の
市
戦
没
者

追
悼
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
こ
れ

は
、
戦
没
者
を
し
の
ぶ
た
め
、
毎

年
行
わ
れ
て
い
る
も
の
で
す
。
式

に
は
遺
族
な
ど
約
３
０
０
人
が
参

加
し
、
戦
没
者
の
慰
霊
を
行
い
ま

し
た
。

　

え
び
の
市
で
は
、
太
平
洋
戦
争

で
１
２
８
７
人
の
尊
い
命
が
失
わ

れ
ま
し
た
。

　

式
典
で
は
、
戦
没
者
の
冥
福
と

世
界
恒
久
平
和
を
願
っ
て
参
加
者

全
員
で
黙
と
う
を
行
っ
た
後
、
遺

追悼のことばを述べるえびの市遺族連合会の蕨南会長
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10
月
12
日
、
真
幸
地
区
体
育
館

で
、
視
覚
障
害
者
福
祉
会
ふ
れ
あ

い
交
流
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
目
の
見
え
な
い
状
態

を
体
験
し
、
ど
の
よ
う
に
視
覚
障

害
者
を
補
助
す
れ
ば
い
い
の
か
を

知
っ
て
も
ら
お
う
と
視
覚
障
害
者

福
祉
会
の
主
催
で
行
わ
れ
た
も
の

で
す
。
体
験
に
は
、
真
幸
小
学
校

5
年
生
29
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

新
屋
瑠る

き姫
さ
ん
は「
ア
イ
マ
ス

ク
を
し
て
歩
き
ま
し
た
が
、
怖
い

と
思
い
ま
し
た
。
外
で
見
か
け
た

ら
助
け
て
あ
げ
た
い
と
お
も
い
ま

す
」と
話
し
て
い
ま
し
た
。

視覚障害者ふれあい交流会

助け合うことを学ぶ

楽しい時間を過ごす
しげちゃん一座公演

　

10
月
21
日
、
え
び
の
市
シ
ル

バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の
会
員
が
永

山
運
動
公
園
と
真
幸
園
を
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
清
掃
を
行
い
ま
し
た
。
こ

れ
は
、
市
の
施
設
を
市
民
に
気
持

ち
よ
く
利
用
し
て
も
ら
お
う
と
同

セ
ン
タ
ー
が
毎
年
行
っ
て
い
る
も

の
で
す
。

　

清
掃
に
は
、
永
山
運
動
公
園
に

41
人
、
真
幸
園
に
33
人
の
会
員
が

参
加
し
ま
し
た
。

　

会
員
の
皆
さ
ん
は
「
私
た
ち
も

公
園
を
利
用
し
て
い
ま
す
が
、
き

れ
い
に
な
る
と
気
持
ち
が
良
い
で

す
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

シルバー人材センターボランティア活動

気持ち良く利用できるために

　

10
月
25
日
、永
山
運
動
公
園
で
、

第
16
回
え
び
の
市
高
齢
者
ク
ラ
ブ

連
合
会
ス
ポ
ー
ツ
大
会
が
行
わ
れ

ま
し
た
。
こ
れ
は
市
内
の
高
齢
者

ク
ラ
ブ
の
会
員
の
交
流
を
深
め
る

た
め
に
行
わ
れ
て
い
る
も
の
で

す
。
同
大
会
に
は
、
会
員
８
１
０

人
、
加
久
藤
小
学
校
4
年
生
40
人

が
参
加
し
、
ビ
ン
倒
し
や
ボ
ー
ル

キ
ャ
ッ
チ
な
ど
の
種
目
で
競
い
合

い
ま
し
た
。

　

参
加
し
た
高
齢
者
は
「
子
ど
も

た
ち
と
ふ
れ
あ
う
こ
と
で
、
元
気

を
も
ら
い
ま
し
た
」
と
笑
顔
で
話

し
て
い
ま
し
た
。

第16回えびの市高齢者クラブ連合会スポーツ大会

高齢者と児童がふれあう

　

10
月
30
日
、
湯
田
橋
下
流
右
岸
多
目

的
広
場
で
、
加
久
藤
ま
ち
づ
く
り
協
議

会
防
災
訓
練
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
こ
れ

は
、
災
害
発
生
時
に
自
分
の
身
を
守
れ

る
よ
う
事
前
に
訓
練
を
行
お
う
と
、
加

久
藤
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
の
主
催
で
行

わ
れ
た
も
の
で
す
。

災害時に自分の身を守るため
加久藤まちづくり協議会防災訓練

　

訓
練
に
は
、
加
久
藤
地
区
の
住
民
や

陸
上
自
衛
隊
第
24
普
通
科
連
隊
の
隊

員
、
え
び
の
消
防
署
の
職
員
、
え
び
の

市
消
防
団
の
団
員
な
ど
約
４
０
０
人
が

参
加
。
土
の
う
作
製
訓
練
や
消
火
・
救

急
法
訓
練
な
ど
を
行
い
ま
し
た
。

　

10
月
25
日
、
飯
野
橋
上
流
川
内

川
河
川
敷
で
、
ウ
ナ
ギ
の
稚
魚
の

放
流
体
験
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
河
川
に
親
し
ん
で
も

ら
い
、
自
然
を
守
る
意
識
を
持
っ

て
も
ら
お
う
と
川
内
川
上
流
漁
業

協
同
組
合
の
主
催
で
行
わ
れ
た
も

の
で
す
。
体
験
に
は
、
飯
野
小
学

校
の
4
年
生
54
人
が
参
加
。ウ
ナ

ギ
の
稚
魚
約
60
匹
を
放
流
し
ま
し

た
。

　

高
島
由
樹
さ
ん
は
「
私
は
、
ウ

ナ
ギ
や
魚
が
大
好
き
で
す
。大
き

く
な
っ
て
帰
っ
て
き
て
ほ
し
い
で

す
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

ウナギの稚魚放流体験

自然を守る意識を育てる

　

10
月
9
日
、
市
文
化
セ
ン
タ
ー
で
、

し
げ
ち
ゃ
ん
一
座
絵
本
＆
ト
ー
ク
＆
音

楽
Ｌ
Ｉ
Ｖ
Ｅ
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
子
ど
も
も
一
緒
に
楽
し
め

る
ス
テ
ー
ジ
を
届
け
よ
う
と
市
文
化
セ

ン
タ
ー
の
指
定
事
業
と
し
て
行
わ
れ

た
も
の
で
す
。
公
演
に
は
、
市
民
約

２
５
０
人
が
訪
れ
、
笑
い
の
絶
え
な
い

楽
し
い
時
間
を
過
ご
し
ま
し
た
。

　

来
客
者
5
人
が
朗
読
に
合
わ
せ
て
、

お
な
ら
の
効
果
音
を
鳴
ら
す
場
面
も
あ

り
、
参
加
し
た
中
道
彩あ

や
の乃
さ
ん（
12
歳
）

は「
恥
ず
か
し
か
っ
た
け
れ
ど
、
楽
し

か
っ
た
で
す
」と
話
し
て
い
ま
し
た
。
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真幸中学校は、生徒数111人、
PTA戸数100戸の小規模校です。
家庭教育学級の学級生は17人
で毎回楽しい雰囲気の中で活動
しています。

主な活動としては、6月に、え
びの市在住で世界的にも有名な
ピアニストでもある「風空さん」
を迎えて、ピアノリサイタルを開
催しました。真幸小学校と合同
だったため約45人ほど参加があ
り、とても盛り上がりました。7
月は、昨年に引き続き飯野高等
学校の生活情報科の平岡ゆか
り先生を講師に迎えて料理教室

を実施しました。今回はジャー
ジャー麺とゼリーを作りました。
お父さん達や親子での参加もあ
り、でき上がった料理を美味し
そうに食べている姿がとても印
象的でした。9月は、人吉で花屋
を経営している小村典子さんを
講師に招き、「ハロウィーンの飾
り作り」に挑戦し、かわいらしい
飾り物ができ参加者も大満足で
した。作品は、市の産業文化祭
に展示しました。12月はパソコ
ン研修を計画しています。

これからも楽しい家庭教育学
級にしていきたいと思います。

家 学庭 教 育 級 信通

真幸中学校家庭教育学級長

上野 秀子さん

ハロウィーン飾りを手にハイポーズ

自動車部品の組立

土井典子さん

所在地
えびの市大字上江 670
番地

生産拠点

・えびの本社工場
・小林工場
・三股工場
・都城都北工場
・都城早鈴工場
・湧水工場

開設 昭和 50 年
従業員 749 人（本社 128 人）

電話番号 33-5060

　

市
で
は
、
市
内
の
事
業
所
情
報
を
市
民
に
提
供
し
地
元
企
業
の
認
知
度
を
高
め
、
市
内
事
業
所
へ
の
就

業
先
選
択
の
拡
大
を
図
る
た
め
に
、
5
月
か
ら
掲
載
を
希
望
す
る
事
業
所
の
募
集
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

今
年
度
の
広
報
え
び
の
で
5
社
程
度
の
紹
介
を
予
定
し
て
い
ま
す
。
詳
し
く
は
市
観
光
商
工
課
企
業
誘

致
・
商
工
振
興
室
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
☎
３
５
‐
1
1
1
1
（
内
線
３
３
３
）

【事業所規模】

会社概要

　昭和50年の創業より41年。京セラの協力企
業であるえびの電子工業株式会社は、「信頼
される製品　魅力ある人格　豊かさの創造」
を社訓に、最先端の電子部品や自動車部品の
生産に取り組んでいます。
　時代のニーズに即応するために、宮崎県に
5カ所、鹿児島県に1カ所、計6カ所の生産拠
点を開設し、生産体制の確立を行ってきまし
た。
　システム開発部では、省力化機器開発とソ
フトウェア開発を二本柱として、設計から販
売まで行っています。
　また、出産や子育て、介護の世代にも優し
い「助け合いの職場」を目指して、産休や育
児休暇の希望者取得率100％、定期健康診断
では対象者へのがん検診等を実施など、長く
働ける職場環境へのさまざまな取り組みを推
進しています。今年は宮崎県知事より「優秀
健康長寿推進企業」として表彰を受けました。

　地元で就職したいと思い入社して9年
目になります。主に自動車部品の製造を
行っています。細かい作業から大きな物
を扱う作業まで幅広くありますが、どん
な作業でも一つ一つ丁寧に行うよう心掛
けています。各工程で、ノルマ以上の数
を仕上げられるように日々頑張っていま
す。

働く人の声

えびの電子工業株式会社

加工設備の操作

（短歌）竹下妙子さん☎ 37 ｰ 3056　（俳句）松山良文さん☎33 ｰ 4904　（詩）ポエム同好会（石井高子さん）☎ 33 ｰ 0010まで

心の一首一句 あなたもつくってみませんか。

環霧島会議とは、霧島山を取り巻く鹿児島・宮崎
両県の５市２町で構成され、県境を越えて連携し
地域活性化を図ります。環 霧 情 報

● 日時＝平成29年1月13日（金）午後8時30分～
●�場所＝みやまコンセール主ホール
●�内容＝魂を揺さぶる伝承の響きと華麗な舞い。霧島の
郷土芸能の霧島神楽と霧島九面太鼓を観覧することが
できます。

きりしま郷土芸能の夕べ

霧島市小林市

�野尻庁舎地域振興課
　☎44-1100

�きりしま郷土芸能の夕べ実行委員会
　☎0995-78-2115

● 日時＝11月27日（日）～平成29年1月7日（土）午後5
時30分～午後11時

●�場所＝野尻町（国道268号沿い）
●�内容＝昨年より5万球多い75万球のイルミネーション
が野尻のまちを美しい光で包みます。

野尻町イルミネーション2016

満
天
の
星
空
の
下
す
ず
や
か
に

真
昼
の
ほ
て
り
解
き
放
し
た
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

岡
本
克
子

　
季
節
は
暦
の
上
で
は
立
冬
と
な
り
、
寒
さ
の
た
め
に
雨
が
雪
へ
と
変
わ
る
時
期
で
あ
る
。

　
今
年
は
こ
と
の
外
酷
暑
が
つ
い
最
近
ま
で
続
い
た
。高
く
澄
み
渡
っ
た
夜
空
を
仰
ぐ
と
昼
の

暑
さ
を
忘
れ
星
ふ
る
こ
の
里
に
生
き
る
幸
せ
と
感
動
を
覚
え
る
繊
細
な
作
者
の
す
ば
ら
し
い
詠

で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　��（
評
：
竹
下
妙
子
）�

短
歌兄

弟
の
声
聞
き
た
く
て
今
年
米

松
山
夢
真

　
県
外
に
居
る
母
の
兄
弟
に
今
年
も
新
米
を
送
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
自
註
）

俳
句詩詩一

点
の
緑
に

西
幸
一

十
五
年
程
前
に
山
で

根
を
切
り
移
植
し
た
黒
松

近
年　

病
み　

害
虫
に
む
し
ば
ま
れ

い
じ
め
ら
れ　

弱
虫
に
み
え
て
き
た

山
に
住
ん
で
居
た
頃
の
彼
本
来
の

元
気
さ
を
取
り
戻
し
て
や
ろ
う
と

自
分
は
父
親
の
つ
も
り
で

た
く
ま
し
さ　

厳
し
さ
愛
情
で
接
し

時
に
鋸　

鋏
の
痛
さ　

枝
に
重
り
の

つ
ら
さ
に　

薬
害
も
加
え

苦
労
も　

し
た
ろ
う　

結
果

今
夏　

元
気
な
根
幹
の

真
っ
黒
に
日
焼
け
し
た

健
康
少
年
の
肌
色
に
育
ち

受
け
取
り
方　

見
方
次
第
だ
が

彼
の
放
つ
緑　

葉
の
色
は

私
に
対
す
る
微
笑
み
返
し
の

眼
差
し
の
挨
拶
と
も
と
れ
る

こ
れ
か
ら
も
彼
と
程
良
く

向
き
合
い
接
す
れ
ば

自
分
も　

年
相
応
の

健
康
色
を
学
べ
そ
う
で
あ
る
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腎
臓
の
主
な
働
き
は
、
体
に
不
要
な

物
を
濾
し
て
尿
と
し
て
出
す
こ
と
で
す

が
、
体
に
と
っ
て
大
事
な
タ
ン
パ
ク
質

（
肉
・
魚
や
大
豆
製
品
な
ど
に
多
く
含
ま

れ
る
）
な
ど
は
尿
に
出
さ
な
い
よ
う
な

仕
組
み
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

腎
臓
は
細
い
毛
細
血
管
が
た
く
さ
ん

集
ま
っ
て
で
き
て
い
ま
す
。こ
の
腎
臓

の
細
い
血
管
は
、
喫
煙
・
高
血
圧
・
高
尿

酸
・
内
臓
脂
肪
型
肥
満
（
20
歳
の
頃
よ

り
体
重
が
約
10
㎏
増
加
し
た
な
ど
）
や
、

高
血
糖
に
よ
り
血
液
が
砂
糖
漬
け
み
た

尿
に
タ
ン
パ
ク
が
出
る
場
合
は
、
腎
臓

だ
け
で
な
く
全
身
の
血
管
も
傷
ん
で
い

る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。そ
れ
を
放
っ

て
お
く
と
人
工
透
析
を
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
く
な
っ
た
り
、
脳
卒
中
、
心
筋
梗

塞
等
の
心
臓
病
な
ど
に
重
症
化
す
る
恐

れ
が
あ
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

あ
な
た
の
腎
臓
は
大
丈
夫
で
す
か
？

特
定
健
診
・
長
寿
健
診
は
1
月
31
日
ま

で
実
施
し
て
い
ま
す
。受
診
料
は
無
料

で
す
の
で
ぜ
ひ
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

健
診
を
受
け
て
あ
な
た
の
尿
を
確
認
し

て
み
ま
し
ょ
う
。

　

文
：
市
健
康
保
険
課 

鞍
津
輪
保
健
師

いきいき! 健康
H e a l t h y  L i f e

タ
ン
パ
ク
尿
は
体
か
ら
の
重
大
な
サ
イ
ン
で
す

い
に
ベ
タ
ベ
タ
し
た
り
、
余
分
な
中
性

脂
肪
や
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
な
ど
に
よ
り

血
液
が
ド
ロ
ド
ロ
と
粘
り
気
を
も
つ
こ

と
で
詰
ま
り
や
す
く
な
っ
た
り
す
る
こ

と
で
傷
み
ま
す
。

　

食
事
や
運
動
な
ど
の
生
活
を
改
善
し

な
い
ま
ま
年
月
が
過
ぎ
る
と
、
加
齢
も

加
わ
っ
て
、
毛
細
血
管
が
傷
ん
で
、
腎

臓
は
濾
す
力
が
落
ち
て
体
に
と
っ
て
大

事
な
タ
ン
パ
ク
質
ま
で
尿
に
出
て
し
ま

う
よ
う
に
な
り
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
生
活
習
慣
病
が
原
因
で

を
普
段
か
ら
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

○
動
物
の
た
め
の
備
蓄
品
の
用
意

　

ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
の
寸
断
、
避
難
な
ど

に
備
え
、
必
要
な
物
資
の
備
蓄
を
し
ま

し
ょ
う
。
避
難
所
で
は
、
ペ
ッ
ト
に
対

す
る
備
え
は
基
本
的
に
飼
い
主
の
責
任

に
な
り
ま
す
。救
援
物
資
が
届
く
ま
で

に
は
時
間
が
か
か
り
ま
す
。少
な
く
と

も
5
日
分
は
用
意
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

　

災
害
は
突
然
起
こ
り
ま
す
。あ
な
た

の
家
族
と
ペ
ッ
ト
が
共
に
安
全
に
避
難

で
き
、
一
緒
に
暮
ら
せ
る
よ
う
に
日
ご

ろ
か
ら
心
構
え
と
備
え
が
大
切
で
す
。

　
　
　

文
：
市
民
環
境
課
生
活
環
境
係

くらしのメモ
 N o t e  o f  L i v i n g

備
え
よ
う
！
ペ
ッ
ト
の
災
害
対
策

　

近
年
、
地
震
や
風
水
害
等
の
自
然
災

害
の
発
生
頻
度
が
増
え
て
い
ま
す
。災

害
が
発
生
し
た
場
合
の
ペ
ッ
ト
に
対
す

る
対
策
に
つ
い
て
も
事
前
に
想
定
し
、

平
常
時
か
ら
備
え
ま
し
ょ
う
。

 

避
難
所
で
は
、
ペ
ッ
ト
の
安
全
と
健

康
を
守
る
と
共
に
、
他
の
避
難
者
へ
の

迷
惑
に
な
ら
な
い
よ
う
に
努
め
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。さ
ま
ざ
ま
な
人
が
共

同
生
活
を
送
る
避
難
所
で
は
、
動
物
が

苦
手
な
人
、
ア
レ
ル
ギ
ー
を
持
っ
て
い

る
人
等
へ
の
配
慮
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

○
避
難
所
で
の
ペ
ッ
ト
ト
ラ
ブ
ル

・
犬
や
猫
の
鳴
き
声
や
臭
い

・
放
し
飼
い

・
ダ
ニ
、
ノ
ミ
の
発
生

・
子
ど
も
へ
の
危
害

・
ア
レ
ル
ギ
ー
体
質
の
人
が
い
る
こ
と

か
ら
、
避
難
所
内
で
人
と
同
じ
ス
ペ
ー

ス
で
飼
育
す
る
こ
と
が
困
難

○
健
康
管
理
と
し
つ
け

　

突
然
の
災
害
は
人
に
も
動
物
に
も
大

き
な
ス
ト
レ
ス
が
か
か
り
ま
す
。避
難

所
で
迷
惑
に
な
ら
な
い
よ
う
に
し
つ
け

110 だより

119 だより

えびの警察署 ☎ 33 ‒0110

えびの消防署 ☎ 33 ‒6119

7月の交通事故発生状況
人 身 6件 本年累計 65件
物 件 25件� 本年累計 195件

自転車泥棒にご用心

火の取り扱いには注意を

あ な た の 自 転 車 が 狙 わ れ て い ま す 。最 近 、一
般 住 宅 や 駅 駐 輪 場 で の 自 転 車 の 盗 難 が 発

生 し て い ま す 。
　 盗 ま れ る 自 転 車 の 大 半 は 鍵 が 掛 か っ て い ま せ
ん 。自 転 車 も 大 切 な 財 産 の 一 つ で す 。必 ず 自 転
車 に は 鍵 を 掛 け ま し ょ う 。
　 そ し て 、鍵 は 1 つ だ け で な く 、2 つ 掛 け る よ う
に 心 掛 け ま し ょ う 。
　 盗 難 被 害 に 遭 っ た と き は 、す ぐ に 警 察 に 連 絡
を し て く だ さ い 。

10月の活動状況
［えびの消防署管内］

火 災 4件 年 計 12件
救 急 72件� 年 計 668件

110 だより

119 だより

えびの警察署 ☎ 33 ‒0110

えびの消防署 ☎ 33 ‒6119

10月の交通事故発生状況
人 身 8件 本年累計 81件
物 件 25件� 本年累計 255件

　

え
び
の
市
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

に
、
今
年
4
月
か
ら
認
知
症
地
域
支
援

推
進
員
が
配
置
さ
れ
ま
し
た
。

　

認
知
症
地
域
支
援
推
進
員
は
「
認
知

症
の
人
の
意
思
が
尊
重
さ
れ
、
で
き
る

限
り
住
み
慣
れ
た
地
域
の
よ
い
環
境
で

自
分
ら
し
く
暮
ら
し
続
け
る
こ
と
が
で

き
る
社
会
の
実
現
」
に
向
け
て
、
地
域
の

特
性
・
実
情
に
応
じ
て
さ
ま
ざ
ま
な
活

動
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

　

9
月
に
は
、
認
知
症
の
人
や
そ
の
家

族
が
地
域
の
人
や
専
門
家
と
相
互
に
情

報
を
共
有
し
、
お
互
い
に
理
解
し
合
う

こ
と
を
目
的
に
、
認
知
症
の
人
や
介
護

者
・
地
域
の
人
な
ど
だ
れ
で
も
気
軽
に
参

加
で
き
る
集
い
の
場
「
よ
か
と
こ
」
を
飯

野
地
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
で
開
催

し
ま
し
た
。
今
後
も
定
期
的
に
各
地
区

で
開
催
し
て
い
き
ま
す
。

　

10
月
に
は
市
民
図
書
館
で
認
知
症
へ

の
理
解
を
深
め
て
も
ら
う
こ
と
な
ど
を

目
的
に
、
認
知
症
グ
ッ
ズ
の
展
示
や
配

布
な
ど
を
す
る
認
知
症
啓
発
コ
ー
ナ
ー

を
約
1
カ
月
間
設
置
し
ま
し
た
。
期
間

内
に
は
、
認
知
症
に
関
す
る
相
談
の
受

け
付
け
も
行
い
ま
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
も
、
認
知
症
の
人
が
住
み

慣
れ
た
地
域
で
暮
ら
し
て
い
け
る
よ
う
、

実
情
に
応
じ
て
、
認
知
症
の
人
や
そ
の

家
族
を
支
援
す
る
事
業
に
取
り
組
ん
で

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
　
　

文
：
認
知
症
地
域
支
援
推
進
員

あんしんねっと
A r e a  c o m p r e h e n s i v e  s u p p o r t

認
知
症
の
人
が
住
み
よ
い
社
会
を

認知症カフェでビンゴゲームを楽しむ参加者

認知症地域支援推進員
黒川恵（くろかわめぐ
み）さん

朝晩の寒暖の差も激しくなってきました。寒くな
りこたつやストーブの準備を始めたご家庭も多

いのではないでしょうか？
　えびの市管内では、10 月に 4 件の火災が発生し
ています。今年は例年に比べ火災の発生件数が多く、
昨年の 7 件に対し今年は 12 件と頻発しています。
　市民の皆さんには、火気取り扱い時の注意の徹底
をお願いします。火を付けたらその場から離れない
ことを守りましょう。また、寝たばこをしない、ストー
ブ等の近くには燃えやすいものを置かないなど、一
人一人の心掛けで火災ゼロを目指しましょう。
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高
原
の
秋
は
最
高

　

11
月
２
日
、
矢
岳
高
原
で
、
体
力
づ
く
り
歩

こ
う
会
と
矢
岳
高
原
観
光
牧
場
祭
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

　

家
族
連
れ
や
各
種
グ
ル
ー
プ
な
ど
約

６
０
０
人
が
訪
れ
、
往
復
6
㎞
の
歩
こ
う
会
、

草
ス
キ
ー
や
焼
肉
会
な
ど
で
高
原
の
秋
を
楽

し
み
ま
し
た
。　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
（
昭
和
61
年
11
月
号
掲
載
）

１
９
８
6

こ
の
コ
ー
ナ
ー
は
、
こ
れ
ま
で
の
広
報
紙
の
記

事
を
一
部
抜
粋
、
修
正
し
て
掲
載
し
て
い
ま
す

自
然
を
エ
ン
ジ
ョ
イ

　

10
月
19
日
、
レ
ジ
ャ
ー
カ
ヌ
ー
ク
ラ
ブ
が
結
成
さ

れ
ま
し
た
。
早
速
、
鹿
児
島
県
湧
水
町
ま
で
の
20
数

㎞
の
川
下
り
を
楽
し
み
ま
し
た
。
同
ク
ラ
ブ
の
み
な

さ
ん
は
「
気
分
は
最
高
で
す
」
と
感
想
を
述
べ
て
い

ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
昭
和
61
年
11
月
号
掲
載
）

青
年
パ
ワ
ー
爆
発

　

10
月
11
日
、
市
文
化
セ
ン
タ
ー
で
青
年
祭
が
行

わ
れ
ま
し
た
。
ま
ち
づ
く
り
を
先
頭
で
や
っ
て
い

く
ん
だ
と
い
う
意
気
込
み
あ
ふ
れ
る
演
劇
な
ど
が

披
露
さ
れ
ま
し
た
。
今
後
の
青
年
の
活
躍
が
期
待

さ
れ
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
昭
和
61
年
11
月
号
掲
載
）

１
９
８
6

23  

正しく、おいしく食べる。起きたら、窓を開ける…。生活
評論家の沖幸子が、人生を幸せにしてくれる「1分の習慣」

を紹介します。
　「もっと素敵に、年を重ねるための習慣」「ていねいに、やさ
しく生きる習慣」「住まいを清潔に、上手に、美しく彩る習慣」
の3章から構成されています。
　これからも夢のある充実した人生をおくるために必見です。

人生を豊かにする小さな 1 分の習慣

沖幸子／著
（主婦と生活社）

クリスマス・イヴの夜。たきぎと食料を買うためのわず
かなお金を、引ったくりに奪われてしまったおばあさ

ん。助けに現れたのは…。
　文字のない絵本。その魅力的な世界をピーター・コリン
トンが描いた1冊です。
　あなたの心、そして道行く見ず知らずの人の心にも、ク
リスマスプレゼントを届けてくれることでしょう。

A Small Miracle　聖なる夜に

ピーター・コリントン／作
（ BL出版）

◎お知らせ

キャラバンカーと講談社おはなし隊がやって
くる！
キャラバンカー見学やおはなし会が行われます。
●開催日＝12月18日（日）
●キャラバンカー見学＝図書館駐車場 ※午前10時～午
前10時30分
●おはなし会＝図書館学習室 ※午前10時35分～午前11
時5分

手作り講座「ミニ門松づくり」
●日時＝12月25日（日）午後1時30分～午後3時
●場所＝図書館学習室
●定員＝20人（参加料無料）

えびの市民図書館
☎35-0242  http://www.e-tosho.com/ebino/index.html

おすすめの一冊

■開館時間■　火曜日～土曜日／午前9時～午後7時　日曜日・祝日／午前9時～午後5時 
■休 館 日■　毎週月曜日（祝日法に定める休日と重なった場合はその翌日）　

○「ちいさな盆栽」　砂森 聡 著　ブティック社
○「マグカップケーキ」　本間 節子 著　主婦の友社
○「九十歳。何がめでたい」　佐藤 愛子 著　小学館
○「人生はワンモアチャンス！」　水野 敬也・長沼 直樹 著　
　文響社
○「職場の問題地図」　沢渡 あまね 著　技術評論社

※おはなし会：乳幼児10：30 ～ 11：00、4歳以上11：00 ～ 11：30
※移動図書館巡回：①「飯野駅前地区体育館→飯野出張所」②「麓橋団地→
自衛隊官舎」③「岡元小学校→市立病院→さくら苑」④「老人福祉センター」
⑤「飯野地区コミュニティセンター→警察署官舎」

◎12月のスケジュール
月間行事 年末年始休館日（12月28日～平成29年1月4日）

2 金 移動図書館車巡回② 15：30 ～ 16：30
3 土 おはなし会 10：30 ～ 11：30
5 月 休館日
7 水 移動図書館車巡回③ 13：20 ～ 15：15
8 木 ブックスタート（1歳児に絵本配布）

移動図書館車巡回④ 15：30 ～ 15：55
9 金 移動図書館車巡回⑤ 14：05 ～ 15：15

10 土 おはなし会 10：30 ～ 11：30
12 月 休館日
14 水 館内整理日

移動図書館車巡回① 14：05 ～ 15：15
16 金 移動図書館車巡回② 15：30 ～ 16：30

喫茶ふら～っと 9：45 ～ 11：00
パン・野菜・手芸品等の販売 9：45 ～ 11：00

17 土 おはなし会 10：30 ～ 11：30
18 日 おはなし隊がやってくる！ 10：00 ～ 11：05
19 月 休館日
20 火 移動図書館車巡回③ 13：20 ～ 15：15
21 水 移動図書館車巡回④ 15：30 ～ 15：55
22 木 移動図書館車巡回⑤ 14：05 ～ 15：15
24 土 クリスマスおはなし会 10：30 ～ 11：30
25 日 手作り講座（ミニ門松作り） 13：30 ～ 15：00
26 月 休館日

◎「最近入ったお勧め本」
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ない場合があります。
■幼稚園・認定こども園（教育標準時間認定）

 各園が定める日時により各園へ直接申し込みいただく
必要があります。詳しくは、利用を希望する幼稚園等へお
問い合わせください。

【提出する申請書等】
①支給認定申請書（1号認定用）
②入園申込書（各園によって異なります）
③その他必要となる書類（各園によって異なります）
④所得課税証明書（えびの市外からの転入者のみ）※封筒
等に入れて封をしてください。必要となる証明書の年度や
対象者が異なることがあります。詳細は、「利用案内」をご
覧いただくか、市福祉事務所へお問い合わせください。
申・問   市福祉事務所 子育て支援係
☎35-1111（内線267・269）

雛
ひな

祭り展の開催とひな人形の募集

　市歴史民俗資料館では、雛祭り展を開催します。つき
ましては、この雛祭り展に伴い、市民の皆さんのお持ち
のひな人形を展示したいと考えています。展示できるひ
な人形がありましたら、資料館へお知らせください。

【開催期間】平成29年2月3日（金）～ 2月17日（金）
【開催時間】平日・土曜：午前9時～午後6時

日曜・祝日：午前9時～午後5時
【休館日】2月6日（月）・13日（月）
【入場料】無料
【募集期間】12月10日（土）～平成29年1月20日（金）
申・問市歴史民俗資料館
☎35-3144

第7回宮崎県市町村対抗駅伝競走
大会

　各市町村の代表選手が、宮崎県庁前を発着点とする12
区間39.2kmで健脚を競う、第7回宮崎県市町村対抗駅伝
競走大会が開催されます。
　小学生から50歳以上の成人までさまざまな年齢層の
選手たちが、ふるさとの誇りをタスキに込めて、新春の
日向路を駆け抜けます。

　えびの市からも代表選手が出場しますので、ぜひ応援
に行き、間近で選手たちに声援を送ってください！

【日時】平成29年1月9日（月・祝日）午前10時スタート予
定

【走路】宮崎県庁前をスタート・ゴールとした宮崎市内周
回コース

区間 距離 中継所 先頭通過
予定時間

第 1 区
（小学生男子） 1.8㎞ 宮崎県庁前 10：00

第 2 区
（50 歳以上） 2.2㎞ 中村東・西村楽器大

淀店 10：05

第 3 区
（高校生） 5.0㎞ 本郷北方・日建学院

宮崎校 10：13

第 4 区
（40 歳以上 49 歳以下）2.6㎞ マルミヤストア郡司

分店 10：28

第 5 区
（中学生） 2.7㎞

ながの屋まなび野
店・西松屋チェーン
宮崎まなび野店

10：36

第 6 区
（一般） 4.8㎞ 赤江中学校 10：44

第 7 区
（中学生） 3.4㎞ 見聞読タナカ吉村店 10：58

第 8 区
（小学生女子） 1.1㎞ ショッピングのだ本

店阿波岐原店 11：09

第 9 区
（小学生男子） 1.5㎞ ガーデン光房一ツ葉

店 11：13

第 10 区
（一般） 7.4㎞ 市民の森バス停 11：18

第 11 区
（小学生女子） 1.0㎞ 野崎東病院 11：41

第 12 区
（高校生） 5.7㎞ 東大宮中学校 11：45

宮崎県庁前 12：02
問市社会教育課 市民体育係
☎35-1111（内線482）

えびのの画像や動画を募集

　ゆしったまらんプロジェクト委員会では、えびのの
魅力が詰まった画像等を募集しています。当委員会では、
えびのの魅力を再発見し、「しあわせ」を共有していく活
動を行っています。投稿した画像等は、委員会ホームペー
ジ（ https://www.yushittamaran.jp/ ）のギャラリーで閲
覧できます。ぜひ、投稿してください。
問市企画課 定住対策係
☎35-1111（内線321）

ご活用ください「配水管布設補助金」

　市では、配水管未布設区域で上水道利用を考えている
人に対して、補助を行っています。
　給水装置の新設を希望する人は、ぜひ、ご活用ください。

【対象者】上水道区域内で給水装置の新設を希望する人
【対象工事】道路法に規定する道路および法定外公共物

に水道管を布設する工事
【申請受付期間】随時
【補助金の額】既設配水管の分岐点から30メートル分が

基本となります。詳しくは、水道課までお問い合わせく
ださい。

【その他】予算額に達した時点で、受付終了となります。
申・問市水道課 工務係
☎35-1111（内線293）

「第九でえびのを元気に」第6回公演

　えびので第九を歌う会では、「第九でえびのを元気に」の
公演を行います。
　プロの音楽家と市民合唱団による熱演を、ぜひ、ご覧下
さい。

【内容】［第1部］合唱名曲コンサート
［第2部］第九合唱
【開催日】12月11日（日）
【時間】開場：午後1時30分　開演：午後2時
【場所】市文化センターホール
【入場料】［前売り券］一般：1,000円 高校生以下：500円
［当日券］一般：1,500円 高校生以下：1,000円
【前売り場所】市文化センター、市歴史民俗資料館
問市文化センター
☎35-2268

平成29年度保育所等の利用希望者
は申し込みをお願いします

　市では、平成29年4月以降の保育所等の入所について、
次のとおり利用の申し込みを受け付けます。
■保育所・認定こども園（保育認定）

【受付期間】12月1日（木）～ 28日（水）
【受付場所】市福祉事務所 子育て支援係
【受付時間】午前8時30分～午後5時15分（下表の日時を

除く）
　現在、保育所等を利用している児童（在園児）につい
ても、平成29年4月以降の利用を希望する場合、新たに
申し込みいただく必要があります。下の表の日程で各園
でも受け付けを実施します。

受付日 受付場所 受付時間

12 月 12 日（月） 真幸認定こども園

午後 3 時～
　　午後 6 時

12 月 13 日（火） なかよし認定こども園

12 月 14 日（水） 加久藤乳児保育園

12 月 15 日（木） 上江保育園

12 月 16 日（金） 加久藤保育園

12 月 19 日（月） 和光保育園

12 月 20 日（火） 飯野保育園

12 月 21 日（水） 認定こども園ふじ幼稚園

12 月 22 日（木） 京町中央幼稚園

※京町中央幼稚園は、平成29年4月から認定こども園へ移
行予定です。
　保育所等を利用するためには一定の要件があります。ま
た、申込書には、保育を必要とする事由を証明する書類の
添付が必要です。「平成29年度特定教育・保育施設の利用
案内」で確認してください。
　利用案内を含む申込書一式は、市福祉事務所、飯野・真
幸出張所、市内各保育所等で配布しています。

【提出する申請書等】
①支給認定申請書兼保育所等利用申込書（2号・3号認定用）
②保育を必要とする事由を証明する書類（就労証明書、母
子手帳の写し、医師の診断書など）※詳細は①に記載して
いますので、必要な書類を添付してください。
③所得課税証明書（えびの市外からの転入者のみ）※必要
となる証明書の年度や対象者が異なることがあります。詳
細は「利用案内」をご覧いただくか、市福祉事務所にお問
い合わせください。
　入所および保育料の決定は、平成29年3月上旬に行う予
定です。
　なお、各保育所等への申し込み状況等によっては、希望
する保育所等への入所（兄弟姉妹同時利用を含む）ができ
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島 内139 号地下 式 横 穴 墓 出土のすべて遺 物の 保 存 処
理 はまだ、時 間 が か かるそうで す。この 機 会 に、ぜ

ひ、歴 史 民 俗資 料館でご 覧ください。（ 東 ）

朝 晩 が 随 分と冷え 込むようになりました 。「 えび の の
冬 の 寒さはこんなものじゃないよ」と言 わ れゾッと

して いま す。昼 間 の 太 陽 の日差しが 暖 かくて気 持 ちが良
いですね 。（ 久保 田 ）

人　口 19,185人（前月比-16人）

男性／ 9,049人（ -6人）　女性／ 10,136人（ -10人）

転入／ 44人　転出／ 38人
出生／ 12人　死亡／ 34人

世帯数 8,587世帯（前月比±0世帯）
（平成28年11月1日現在）

E
d
ito

r's

地区名 定数（人）

飯野 6

上江 4

加久藤 4

真幸 4

【任期】3年（平成29年7月27日～平成32年7月26日）
【任命の方法】選考委員会で選考後、農業委員会総会で委

嘱します。
【業務内容】農業委員と同様に担当する地区内において、

農地の貸借や遊休農地対策など農地等の利用の最適化に
関する業務。※農業委員会総会に出席することはできま
すが、議決権はありません。

【報酬】月額40,700円
【公表】推薦・応募された内容については、募集期間の中間

時と期間終了後に住所・連絡先以外の内容を市ホームペー
ジに公表します。
申・問市農業委員会 事務局
☎35-1111（内線251）

クリスマスやお正月の準備に役立つ
講座の受講者募集

　市では、クリスマスやお正月の準備に役立つ5つの講
座を開催します。知っておくと役に立つ料理や飾りを、
楽しく作ってみませんか。
①親子でクリスマスクッキング教室（2回実施）

【開催日時】12月5日（月）、13日（火）午後7時～午後9時
※5日はふわふわケーキ、13日はローストビーフを作り
ます。

【場所】飯野地区コミュニティセンター
【参加費】1,000円（材料費）
【募集人員】各10組

②親子でおせち料理教室（2回実施）
【開催日時】12月12日（月）、19日（月）午後7時～午後9

時※ごまめ、きんとん、伊達巻などを作ります。
【場所】真幸地区コミュニティセンター（12日）

飯野地区コミュニティセンター（19日）
【参加費】700円（材料費）
【募集人員】各10組

③親子でしめ縄づくり体験講座（2回実施）
【開催日時】12月8日（木）、15日（木）午後7時～午後9時
【場所】市文化センター
【参加費】500円（材料費）
【募集人員】各15組
【持ってくるもの】ハサミ

④お正月寄せ植え教室（2回実施）
【開催日時】12月9日（金）午後1時30分～午後3時30分

12月22日（木）午後7時～午後9時
【場所】市文化センター（9日）

市役所本庁1-1会議室（22日）
【参加費】1,000円（材料費）
【募集人員】20人

⑤お正月フラワーアレンジ教室（2回実施）
【開催日時】12月27日（火）午後7時～午後9時

12月28日（水）午前9時30分～午前11時30分
【場所】市文化センター
【参加費】2,000円（材料費）
【募集人員】15人
【持ってくるもの】花バサミ※持っている人

■共通事項
【申込方法】社会教育課へ電話でお申し込みください。
【申込期限】11月30日（水）
申・問市社会教育課 社会教育係
☎35-1111（内線483）

◎ 今月の 表 紙
　 10 月2 5 日 に 永 山 運 動 公 園 で 行 わ

れ た高 齢 者クラブ スポーツ大 会。加 久

藤 小 学 校４年生も参 加しました 。

農業委員を募集

 農業委員会法改正に伴い、農業委員は公職選挙法に基
づくものから、市長が市議会の同意を得て任命する方法に
変わります。市では、今回、平成29年7月27日から任期を迎
える農業委員を募集します。

【資格】
・えびの市に住所を有する者またはえびの市内において農
業経営を行なっている者
・えびの市の他の執行機関の委員でない者
・えびの市の常勤の職員でない者
・過去および現在において、農業委員会の活動やえびの市
行政の推進を妨害したことがない者
・地方公務員法第16条に規定する欠格条項に該当しない者

【応募方法】
・個人からの推薦（3人以上の推薦が必要）
・法人または団体からの推薦
・個人での応募
　「推薦書」または「応募用紙」に必要事項を記入のうえ、
畜産農政課に提出してください。「推薦書」・「応募用紙」は
畜産農政課で配布します。市ホームページ（ http://www.
city.ebino.lg.jp/ ）にも掲載します。

【応募期間】11月21日（月）～ 12月20日（火）※土・日曜、祝
日は除く。郵送の場合は12月20日必着。

【定数】10人
【任期】3年（平成29年7月27日～平成32年7月26日）
【任命の方法】選考委員会で選考後、市議会で同意を得て

市長が任命します。
【業務内容】農地法などに基づく許認可業務のほかに、農

地の利用促進等の業務です。※農地の集約化、耕作放棄
地の発生防止・解消等

【報酬】月額40,700円

【公表】推薦・応募された内容については、募集期間の中間
時と期間終了後に住所、連絡先以外の内容を市ホームペー
ジに公表します。
申・問市畜産農政課 農政企画係
☎35-1111（内線241）

農地利用最適化推進委員の推薦と
募集

　市では、農業委員会法改正に伴い、農地などの利用の
最適化の推進に取り組む体制を強化するため、えびの市
農業委員会が委嘱する「えびの市農地利用最適化推進委
員」を募集します。

【資格】
・えびの市に住所を有する者またはえびの市内において
農業経営を行なっている者

・えびの市の他の執行機関の委員でない者
・えびの市の常勤の職員でない者
・過去および現在において、農業委員会の活動やえびの
市行政の推進を妨害したことがない者

・地方公務員法第16条に規定する欠格条項に該当しない
者

【応募方法】
・個人からの推薦（3人以上の推薦が必要）
・法人または団体からの推薦
・個人での応募
　「推薦書」または「応募用紙」に必要事項を記入のうえ、
農業委員会に提出してください。「推薦書」・「応募用紙」は
農業委員会で配布します。市ホームページ（ http://www.
city.ebino.lg.jp/ ）にも掲載します。

【応募期間】11月21日（月）～ 12月20日（火）※土・日曜、祝
日は除く。郵送の場合は12月20日必着。

【定数】18人

今月の納税

国民健康保険税 第5期
後期高齢者医療保険料 第5期
11月30日（水）までに納めましょう。
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ハ
プ
ニ
ン
グ
も
あ
り

ま
す
。
基
本
的
に
は
イ
ノ
シ
シ
が
逃
げ

て
い
き
ま
す
が
、
ね
ぐ
ら
や
幼
獣
に
近

づ
く
と
母
親
が
向
か
っ
て
く
る
こ
と
が

あ
る
の
で
用
心
し
て
く
だ
さ
い
。

　

近
年
、
イ
ノ
シ
シ
や
シ
カ
が
害
獣
と

し
て
扱
わ
れ
る
こ
と
が
多
く
な
り
ま
し

た
。
人
間
と
野
生
動
物
と
が
上
手
に
距

離
を
取
り
合
い
、
お
互
い
に
過
ご
し
や

す
い
霧
島
山
に
な
る
と
良
い
で
す
ね
。

（
文
／
え
び
の
エ
コ
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
セ
ン
タ
ー
）

写真：地面を掘るイノシシ幼獣（撮影：平成24年11月12日）

霧島山を耕し続ける働き者

イノシシ
Sus scrofa 鯨偶蹄目 イノシシ科

発行／えびの市役所　編集／企画課情報係　

宮崎県えびの市大字栗下1292番地　☎0984‒35‒1111

URL��http://www.city.ebino.lg.jp/平成28年11月18日発行

広報
11

えびの市広報
Facebook


